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議長・副議長が再任されました

　２月７日、令和４年第 1回（２月）吉川市議会
臨時会において議長・副議長選挙が行われました。
加藤克明議長、稲垣茂行副議長（ともに再任）が
就任し、新しい議長のもと令和４年３月定例会が
開催されました。

加藤 克明
議長

稲垣 茂行
副議長



概　
要

令
和
４
年
度
一
般
会
計
予
算

２
４
２
億
１
５
０
０
万
円
で
ス
タ
ー
ト　

３
月
定
例
会

　

令
和
４
年
３
月
定
例
会
は
、
２

月
22
日
か
ら
３
月
18
日
ま
で
の
25

日
間
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
定
例
会
で
は
、
市
長
の
施
政

方
針
に
対
し
、
各
会
派
が
代
表
質

問
を
行
い
ま
し
た
。
（
代
表
質
問

の
要
旨
は
４
ペ
ー
ジ
か
ら
５
ペ
ー

ジ
）

　

ま
た
、
一
般
会
計
予
算
を
は
じ

め
、
各
特
別
・
企
業
会
計
の
当
初

予
算
の
ほ
か
、
吉
川
市
文
化
芸
術

基
本
条
例
な
ど
の
市
長
提
出
議
案

48
件
、
請
願
１
件
、
議
員
提
出
議

案
と
し
て
２
件
の
意
見
書
、
１
件

の
決
議
な
ど
を
審
議
し
、
議
決
し

ま
し
た
。　
　

　

委
員
会
で
の
審
査
概
要
は
６
ペ

ー
ジ
か
ら
７
ペ
ー
ジ
、
「
市
政
に

対
す
る
一
般
質
問
」
は
９
ペ
ー
ジ

か
ら
13
ペ
ー
ジ
で
お
伝
え
し
ま
す
。

◆
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ

ン
接
種
事
業

　
１
億
９
３
５
８
万
１
０
０
０
円

　

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
３
回

目
接
種
に
係
る
経
費
を
計
上
す
る

も
の
で
す
。

　

円
滑
か
つ
速
や
か
な
接
種
を
進

め
る
ほ
か
、
関
係
機
関
と
の
連
携

の
も
と
来
場
が
困
難
な
方
へ
の
送

迎
支
援
を
実
施
し
ま
す
。

◆
児
童
健
全
育
成
事
業

２
０
６
６
万
６
０
０
０
円

　

こ
れ
ま
で
支
援
の
手
が
届
き
に

く
か
っ
た
「
義
務
教
育
修
了
後
の

若
者
に
対
す
る
支
援
」
の
在
り
方

に
つ
い
て
、
有
識
者
等
か
ら
な
る

検
討
会
議
を
設
置
し
、
検
討
を
開

始
し
ま
す
。

◆
教
育
指
導
推
進
事
業　

２
４
２
４
万
２
０
０
０
円

　

市
内
全
て
の
小
中
学
校
に
学
校

運
営
協
議
会
を
設
置
し
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
の
導
入
を
進
め

ま
す
。
前
年
度
に
先
行
的
に
導
入

し
た
吉
川
中
学
校
区
に
お
け
る
成

果
を
踏
ま
え
、
学
校
・
家
庭
・
地

域
の
連
携
を
図
り
ま
す
。

特
別
会
計
な
ど

　
　
新
年
度
予
算
決
ま
る

　

５
つ
の
特
別
会
計
と
水
道
事
業

会
計
、
下
水
道
事
業
会
計
の
令
和

４
年
度
予
算
は
左
表
の
と
お
り
で

す
。

一
般
会
計
予
算

こ
ん
な
こ
と
に
使
わ
れ
ま
す

●特別会計
会　計　別 予算額（千円） 前年度比（％）

国 民 健 康 保 険 6,896,240 1.8
農業集落排水事業 34,723 △ 9.6
介　 護　 保　 険 4,355,397 10.2
後期高齢者医療 895,216 15.3

吉川美南駅東口周辺地区
土地区画整理事業 4,376,201 37.0

合　　　計 16,557,777 10.0

歳入歳入
市税
40.2%
9,738,187 千円 

市税
40.2%
9,738,187 千円 

国庫支出金
18.7%　4,534,798 千円
国庫支出金
18.7%　4,534,798 千円

地方交付税
7.2％　1,740,000 千円 
地方交付税
7.2％　1,740,000 千円 

地方消費税交付金
6.0％　1,440,000 千円 
地方消費税交付金
6.0％　1,440,000 千円 

繰入金
4.0％　975,842 千円 
繰入金
4.0％　975,842 千円 

分担金及び負担金
2.5％　601,016 千円
分担金及び負担金
2.5％　601,016 千円 その他

4.1％　994,429 千円 
その他
4.1％　994,429 千円 

諸収入
2.5％　592,839 千円 
諸収入
2.5％　592,839 千円 

県支出金
7.4％　1,801,689 千円 
県支出金
7.4％　1,801,689 千円 

市債
7.4％　1,796,200 千円 
市債
7.4％　1,796,200 千円 

会　計
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◇
吉
川
市
文
化
芸
術
基
本
条
例

　

文
化
芸
術
施
策
の
総
合
的
か
つ

計
画
的
な
推
進
を
図
り
、
心
豊
か

な
市
民
生
活
及
び
活
力
あ
る
社
会

の
実
現
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
当
市
に
お
け
る
文
化
芸

術
施
策
の
基
本
理
念
等
を
盛
り
込

ん
で
制
定
す
る
も
の
で
す
。

◇
吉
川
市
特
定
教
育
・
保
育
施
設

及
び
特
定
地
域
型
保
育
事
業
の
運

営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

保
護
者
と
保
育
所
等
の
間
で
、

文
書
で
の
や
り
取
り
だ
け
で
な

く
、
電
子
メ
ー
ル
や
ク
ラ
ウ
ド
を

利
用
し
た
方
法
な
ど
も
可
能
に
す

る
と
と
も
に
、
所
要
の
改
正
を
行

う
も
の
で
す
。

◇
吉
川
市
手
数
料
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　

マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
を
装
着
し
た

犬
の
登
録
手
数
料
の
無
料
化
等
、

国
の
法
令
改
正
に
伴
い
条
例
の
一

部
を
改
正
し
ま
す
。

◆
重
度
障
が
い
者
支
援
事
業

２
億
３
１
５
３
万
円

　

障
が
い
の
あ
る
方
の
就
労
に
つ

い
て
、
事
業
主
や
支
援
者
の
方
々

の
協
力
を
得
な
が
ら
、
職
場
実
習

と
就
労
初
期
に
対
す
る
支
援
を
ス

タ
ー
ト
し
ま
す
。

◆
商
業
活
性
化
推
進
事
業

３
５
７
９
万
７
０
０
０
円

　

複
数
の
市
内
事
業
者
の
連
携
に

よ
る
付
加
価
値
の
創
造
や
、
新
ビ

ジ
ネ
ス
の
創
出
等
、
新
た
な
取
組

を
行
う
事
業
者
を
支
援
し
ま
す
。

　

ま
た
、
な
ま
ず
の
日
制
定
５
周

年
を
記
念
し
、
「
な
ま
ず
」
を
モ

チ
ー
フ
に
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
ポ
ス

ト
を
制
作
・
設
置
し
ま
す
。

◆
公
園
維
持
管
理
事
業

２
億
６
５
２
８
万
９
０
０
０
円

　

「
沼
辺
公
園
」
の
大
型
遊
具
の

ほ
か
、
市
内
公
園
の
老
朽
化
し
た

遊
具
の
修
繕
や
休
憩
施
設
の
更
新

を
進
め
て
、
利
用
者
の
安
全
・
安

心
を
向
上
し
ま
す
。

　

ま
た
、
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
や
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
で
注
目
さ
れ
て

い
る
「
ア
ク
ア
パ
ー
ク
」
に
お
い

て
、
広
く
市
民
が
利
用
で
き
る
よ

う
駐
車
場
の
整
備
を
行
い
、
利
便

性
の
向
上
に
取
り
組
み
ま
す
。

◆
Ｄ
Ｘ（
※
デ
ジ
タ
ル
・
ト
ラ
ン
ス

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
推
進
事
業

４
５
７
６
万
２
０
０
０
円

　

生
活
を
あ
ら
ゆ
る
面
で
よ
り
良

い
方
向
に
変
化
さ
せ
る
た
め
、
自

治
体
ご
と
に
異
な
っ
て
い
た
情
報

シ
ス
テ
ム
を
全
国
で
共
通
化
す
る

準
備
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
行
政

手
続
き
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
の
着
手

や
、
多
言
語
翻
訳
を
は
じ
め
と
す

る
Ａ
Ｉ
等
の
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
導

入
を
進
め
ま
す
。

●水道事業会計
収益的収入及び支出 予算額（千円） 資本的収入及び支出＊注 予算額（千円）
水道事業収益 1,587,062 資本的収入 95,758
水道事業費用 1,566,949 資本的支出 948,472

●下水道事業会計
収益的収入及び支出 予算額（千円） 資本的収入及び支出＊注 予算額（千円）
下水道事業収益 1,476,302 資本的収入 873,624
下水道事業費用 1,423,175 資本的支出 1,121,763

主
な
議
案
の
あ
ら
ま
し

※
デ
ジ
タ
ル
・
ト
ラ
ン
ス

　
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
と
は

　
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し

て
、
生
活
を
よ
り
良
い
も
の
に

変
え
て
い
く
こ
と
。

注
：
事
業
会
計
に
お
い
て
資
本
的

収
入
が
資
本
的
支
出
に
対
し
不
足

す
る
額
は
、
過
年
度
分
損
益
勘
定

留
保
資
金
な
ど
で
補
て
ん
す
る
。

歳出歳出 民生費
44.3％
10,724,972 千円 

民生費
44.3％
10,724,972 千円 

教育費
9.9％　2,391,592 千円
教育費
9.9％　2,391,592 千円

総務費
8.6％　2,087,563 千円 
総務費
8.6％　2,087,563 千円 

公債費
8.3％　2,001,386 千円 
公債費
8.3％　2,001,386 千円 

衛生費
7.8％　1,895,666 千円 
衛生費
7.8％　1,895,666 千円 

農林水産業費
1.1％　269,944 千円 
農林水産業費
1.1％　269,944 千円 

議会費
0.8％　205,196 千円 
議会費
0.8％　205,196 千円 

予備費
0.1％　15,000 千円
予備費
0.1％　15,000 千円

諸支出金
0.0％　190 千円 
諸支出金
0.0％　190 千円 

消防費
5.0％　1,212,381 千円 
消防費
5.0％　1,212,381 千円 

商工費
0.7％　159,635 千円
商工費
0.7％　159,635 千円

土木費
13.4％　3,251,475 千円 
土木費
13.4％　3,251,475 千円 

一　般
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代
表
質
問

中
原
市
長
の
施
政
方
針
に

会
派
代
表
者
が
問
う
！

◆
市
長
の
施
政
方
針
◆

　

 ︻
四
つ
の
重
点
テ
ー
マ
】

　

  

▼
命
を
守
る

　

  

▼
子
ど
も
の
笑
顔
を
未
来
に
つ
な
ぐ

　

  

▼
誰
も
が
輝
く
ま
ち
を
み
ん
な
で
創
る

　

  

▼
価
値
を
高
め
、
次
世
代
に
継
承
す
る

　
「
価
値
あ
る
未
来
」
を
吉
川
市
に
創
り

だ
せ
る
よ
う
、令
和
４
年
度
も「
理
念
」「
計

画
」
を
し
っ
か
り
と
掲
げ
、「
共
動
の
場
」

を
充
実
さ
せ
る
中
で
、
吉
川
市
に
関
わ
る

全
て
の
方
々
と
共
に「
ま
ち
づ
く
り
」
を

全
力
で
進
め
て
ゆ
く
こ
と
を
お
誓
い
申
し

あ
げ
ま
す
。

News from Yoshikawa City Council No.193

問　
コ
ロ
ナ
・
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
の
猛
威
。

こ
の
厳
し
い
局
面
を
乗
り
越
え
次
の
ス

テ
ッ
プ
に
進
む
節
目
の
年
。
ま
ず
１
月
以

降
の
感
染
拡
大
の
実
状
と
取
り
組
み
。
ワ

ク
チ
ン
接
種
や
保
育
士
等
の
処
遇
改
善
。

新
年
度
と
コ
ロ
ナ
関
係
の
累
計
の
予
算

総
額
。
次
い
で
防
災
減
災
対
策
。
公
園
や

公
共
施
設
の
有
効
利
用
。
高
齢
者
の
フ
レ

イ
ル
・
認
知
症
対
策
。
デ
ジ
タ
ル
化
や
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
に
つ
い
て
の
認
識
と
取
り
組
み
。

小
中
学
校
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
課
題
。
ま
ち

づ
く
り
に
つ
い
て
は
東
口
開
発
や
吉
川

駅
北
口
改
修
。
吉
川
橋
流
山
橋
の
整
備
状

況
等
に
つ
い
て
。
施
政
方
針
や
新
年
度
予

算
案
に
対
応
し
30
項
目
余
を
網
羅
的
に

質
問
。

答　
コ
ロ
ナ
の
第
６
波
は
吉
川
で
も
全

国
に
比
例
し
て
増
加
。
円
滑
な
ワ
ク
チ
ン

接
種
で
２
回
目
の
接
種
率
は
86
％
に
。
保

育
士
等
の
処
遇
改
善
は
国
の
施
策
に
合

わ
せ
て
実
施
。
新
年
度
コ
ロ
ナ
関
係
市
予

算
は
２
億
９
５
０
０
万
円
。
累
計
は
総
額

１
１
７
億
円
に
。
防
災
の
備
蓄
は
消
毒
液

や
簡
易
ベ
ッ
ド
等
を
整
備
。
公
園
は
市
民

が
快
適
に
利
用
で
き
る
よ
う
努
め
た
い
。

Ｄ
Ｘ
は
行
政
手
続
き
の
オ
ン
ラ
イ
ン
シ

ス
テ
ム
構
築
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
は
活
用
能
力

の
向
上
を
目
指
す
。
東
口
開
発
は
当
面
商

業
ゾ
ー
ン
に
注
力
。
吉
川
駅
は
バ
リ
ア
フ

リ
ー
や
歩
行
者
通
路
等
を
整
備
。
第
６
次

総
合
振
興
計
画
に
沿
い
誇
れ
る
未
来
を

築
き
た
い
。

市
民
の
会
・

　
　
　
　
無
所
属

伊
藤　
正
勝

問　
「
価
値
あ
る
未
来
を
創
る
」
と
い
う

理
念
の
も
と
に
、
こ
れ
ま
で
市
政
運
営
、

施
策
を
推
進
さ
れ
て
き
て
い
る
が
、
コ
ロ

ナ
禍
は
行
政
運
営
に
ど
の
よ
う
な
影
響

を
与
え
た
か
。
ま
た
、
こ
の
経
験
は
行
政

行
う
と
と
も
に
、
緊
急
事
態
宣
言
下
へ
の

対
応
、
特
別
定
額
給
付
金
の
支
給
事
務
、

ワ
ク
チ
ン
接
種
事
務
な
ど
、
職
員
と
共
に

常
に
最
善
の
策
を
検
討
し
、
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
と
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
実
行
し
て

き
た
。

　

こ
の
よ
う
な
的
確
な
状
況
判
断
と
実

行
力
が
、
国
か
ら
の
臨
時
交
付
金
の
活
用

事
業
の
検
討
な
ど
に
も
活
か
さ
れ
、「
生

命
を
守
る
」、「
生
活
を
支
え
る
」、「
地
域

問　
①
第
６
波
を
乗
り
超
え
れ
ば
、
新

型
コ
ロ
ナ
と
の
共
存
も
含
め
克
服
へ
の

光
が
差
し
ま
す
。
そ
こ
で
今
一
度
市
民
へ

ワ
ク
チ
ン
交
互
接
種
の
有
効
性
を
含
め
、

対
策
へ
の
協
力
を
呼
び
掛
け
て
は
。
②
吉

置
す
る
と
し
て
い
る
が
具
体
的
に
は
、
ま

た
通
学
路
へ
の
設
置
は
。
⑤
高
く
評
価
す

る
「
文
化
芸
術
基
本
条
例
」
の
制
定
、
条

例
に
基
づ
く
文
化
団
体
・
個
人
へ
コ
ロ
ナ

支
援
策
を
。
⑥
下
八
間
堀
悪
水
路
の
改
修

整
備
事
業
に
着
手
と
あ
る
が
具
体
的
に

は
。

答　
①
正
し
い
情
報
提
供
で
呼
び
掛
け

て
い
く
。
②
治
水
安
全
の
向
上
が
見
込
ま

公
明
党　

　
　
吉
川
市
議
団

小
野　
潔

未
来
会
議

　
　
　
よ
し
か
わ

稲
葉　
剛
治
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運
営
に
ど
う
活
か
さ
れ
て
い
る
か
伺
う
。

答　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、

市
民
の
暮
ら
し
を
一
変
さ
せ
、
行
政
と
し

て
日
々
刻
々
と
変
わ
る
状
況
に
対
応
し

な
が
ら
、
市
民
の
命
と
暮
ら
し
を
守
る
判

断
を
常
に
求
め
ら
れ
て
き
た
。
市
と
し

て
、
国
や
県
の
動
向
を
注
視
し
な
が
ら
、

状
況
を
見
極
め
、
機
会
を
捉
え
た
要
望
を

経
済
を
後
押
し
す
る
」
取
り
組
み
が
適
切

に
展
開
で
き
た
も
の
と
考
え
て
い
る
。
今

後
も
、
こ
れ
ら
の
教
訓
を
活
か
し
、
市
民

の
声
を
し
っ
か
り
と
聴
き
な
が
ら
、
あ
ら

ゆ
る
行
政
課
題
に
全
力
で
取
り
組
ん
で

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

川
駅
北
口
の
治
水
対
策
は
長
年
の
懸
案
、

昨
年
秋
よ
り
中
川
堤
防
木
売
～
高
久
間

の
堤
防
の
1.5
ｍ
の
嵩
上
げ
工
事
が
ま
も

な
く
終
了
す
る
、
共
保
雨
水
ポ
ン
プ
場
の

増
強
に
つ
い
て
江
戸
川
河
川
事
務
所
と

協
議
へ
の
期
待
は
。
③
公
共
交
通
を
補
う

移
動
支
援
に
取
り
組
む
自
治
会
な
ど
へ

の
支
援
を
行
う
と
あ
る
が
具
体
的
に
は
。

④
公
共
空
間
に
街
頭
防
犯
カ
メ
ラ
を
設

れ
協
議
に
期
待
が
持
て
る
。
③
移
動
支
援

車
両
の
貸
出
し
、
運
営
経
費
の
一
部
補

助
を
行
う
。
④
吉
川
駅
前
を
初
め
公
共
空

間
・
公
園
へ
設
置
、
通
学
路
へ
の
設
置
は

研
究
す
る
。
⑤
文
化
芸
術
の
推
進
計
画
を

策
定
し
支
援
を
含
め
取
り
組
む
。
⑥
令
和

４
年
度
は
下
流
か
ら
上
流
へ
約
１
１
８

ｍ
の
排
水
路
改
修
と
路
線
測
量
を
予
定
。

問　
市
民
は
、
感
染
人
数
だ
け
で
な
く

感
染
し
た
と
き
、
症
状
に
応
じ
た
宿
泊
療

養
・
自
宅
療
養
な
ど
の
情
報
を
求
め
て
い

る
。
保
健
所
設
置
市
の
越
谷
市
な
ど
と
の

情
報
量
が
違
い
す
ぎ
る
。
草
加
保
健
所
管

内
で
も
情
報
が
共
有
で
き
る
体
制
整
備

が
必
要
で
は
な
い
か
。

答　
在
宅
療
養
の
方
へ
の
食
糧
支
援
を

行
う
な
ど
、
県
の
情
報
を
得
て
連
携
、
実

施
し
て
い
る
。
今
後
も
組
織
の
違
い
を
踏

ま
え
て
連
携
を
密
に
し
て
い
く
。

問　
吉
川
駅
北
口
か
ら
県
道
川
藤
野
田

線
ま
で
の
治
水
対
策
と
し
て
、
流
出
解
析

を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
結
果
と
し
て
必
要

な
ポ
ン
プ
増
強
と
と
も
に
、
貯
留
施
設
の

整
備
も
並
行
し
て
検
討
す
る
の
か
。

答　
ポ
ン
プ
増
強
で
す
べ
て
排
水
で
き

る
の
か
検
証
し
て
い
る
。
結
果
が
出
て
必

要
な
ら
、
調
整
池
も
つ
く
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

問　
市
民
や
公
共
交
通
事
業
者
、
国
・

県
の
関
係
者
、
有
識
者
の
方
々
の
集
ま
り

を
も
っ
て
意
見
を
聞
く
と
し
て
い
る
が
、

具
体
的
テ
ー
マ
は
何
か
。
誰
ひ
と
り
取
り

残
さ
な
い
交
通
網
整
備
の
考
え
は
。

答　
地
域
ご
と
の
具
体
的
な
施
策
に
つ

い
て
意
見
を
い
た
だ
く
。
行
政
が
や
る
べ

き
公
共
の
部
分
と
、
地
域
の
方
々
が
主
体

と
し
て
動
い
て
支
え
合
う
交
通
の
あ
り

方
の
２
本
立
て
を
し
っ
か
り
考
え
て
い

く
。

問　
①
防
災
へ
の
備
え
と
し
て
ラ
ジ
オ

放
送
等
の
整
備
を
考
え
て
は
。
②
第
一
排

水
区
で
新
た
な
貯
留
施
設
整
備
の
必
要

性
は
。
③
子
ど
も
の
貧
困
の
連
鎖
を
断
ち

切
る
た
め
市
の
取
り
組
み
は
。
④
三
輪
野

江
地
区
の
産
業
系
ま
ち
づ
く
り
地
域
に

つ
い
て
、
三
郷
市
と
の
協
議
、
今
後
の
事

業
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
遅
延
、
課
題
等
は
無

い
の
か
。
⑤
吉
川
駅
北
口
ロ
ー
タ
リ
ー
改

修
の
駅
前
空
間
創
出
に
な
る
基
本
的
考

え
方
は
。
⑥
タ
ク
シ
ー
チ
ケ
ッ
ト
対
象
者

の
引
き
下
げ
、
対
象
地
域
の
拡
大
、
自
主

返
納
さ
れ
た
方
へ
の
対
応
は
。

答　
①
引
き
続
き
多
様
な
情
報
発
信
の

充
実
に
努
め
る
。
②
算
定
さ
れ
た
結
果
に

よ
り
貯
留
施
設
等
必
要
な
対
策
を
検
討

す
る
。
③
次
期
計
画
策
定
に
向
け
重
要
な

課
題
と
し
て
支
援
し
て
い
く
。
④
事
業
の

本
格
的
な
着
手
に
向
け
た
検
討
を
し
て

い
く
。
ま
た
、
大
き
な
遅
延
や
課
題
等
は

無
い
と
考
え
て
い
る
。
⑤
誰
も
が
安
全
で

利
用
し
や
す
い
駅
前
広
場
に
す
る
た
め
、

バ
リ
ア
の
な
い
歩
行
空
間
と
安
全
に
走

行
で
き
る
空
間
を
創
出
す
る
考
え
。
⑥
検

討
委
員
会
に
お
け
る
検
証
の
結
果
、
事
業

の
目
的
に
照
ら
し
妥
当
と
の
見
解
が
示

さ
れ
、
現
行
の
事
業
内
容
で
進
め
て
い

く
。

日
本
共
産
党

　
吉
川
市
議
員
団

遠
藤　
義
法

自
由
民
主
党

　
吉
川
市
議
員
団

松
﨑　
誠

5



市
長
提
出
議
案

委
員
会
審
査
概
要

◆
吉
川
市
減
債
基
金
条
例

　
基
金
に
積
み
立
て
る
財
源
は
、

い
つ
、
ど
の
く
ら
い
を
想
定
し
て

い
る
か
。

　

財
政
状
況
が
厳
し
い
中
で
計
画

的
な
積
み
立
て
を
行
う
の
は
困
難

で
あ
る
が
、
９
月
補
正
予
算
時

に
、
前
年
度
繰
越
額
、
財
政
調
整

基
金
の
残
高
な
ど
を
考
慮
し
、
減

債
基
金
へ
の
積
み
立
て
を
検
討
予

定
。

賛
成
全
員
で
可
決

◆
吉
川
市
一
般
会
計
補
正
予
算

　
寄
付
金
の
内
容
は
。

　

総
務
費
寄
付
金
は
、
企
業
版
ふ

る
さ
と
納
税
と
し
て
寄
付
が
あ
っ

た
も
の
。
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
総
合
戦
略
に
基
づ
き
、
内
閣
府

か
ら
地
域
再
生
計
画
の
認
定
を
受

け
、
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
と
し

て
寄
付
を
受
け
付
け
た
。

賛
成
全
員
で
可
決

◆
吉
川
市
一
般
会
計
予
算

　
広
報
よ
し
か
わ
に
つ
い
て
、
見

直
し
な
ど
の
検
討
は
議
題
に
上
が

っ
て
い
る
の
か
。

　
広
報
の
見
や
す
さ
向
上
に
関
し

て
は
常
に
担
当
で
調
査
研
究
を
行

っ
て
い
る
。

　
庁
舎
管
理
業
務
に
つ
い
て
、
電

気
使
用
料
が
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
由
来
の
電
力
を
購
入
す
る
た
め

増
額
さ
れ
て
い
る
が
、
庁
舎
に
つ

い
て
は
ど
れ
だ
け
増
額
に
な
っ
て

も
導
入
す
る
考
え
か
。
ほ
か
の
公

共
施
設
の
進
め
方
は
。

　
庁
舎
管
理
事
業
の
電
気
料
に
つ

い
て
は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

由
来
の
電
力
供
給
を
進
め
て
い

る
。
金
額
は
予
算
編
成
の
際
に
供

給
で
き
る
事
業
者
か
ら
見
積
も
り

を
徴
取
し
、
そ
の
見
積
も
り
を
も

と
に
予
算
編
成
を
し
た
。
ど
の
程

度
の
金
額
で
あ
れ
ば
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
由
来
の
電
力
供
給
を
受

け
る
と
い
う
基
準
は
今
の
と
こ
ろ

は
設
け
て
い
な
い
。
他
の
公
共
施

設
に
つ
い
て
も
経
済
性
も
鑑
み
な

が
ら
今
後
研
究
し
て
い
く
。

　
投
票
率
向
上
の
た
め
の
取
り
組

み
は
。

　
選
挙
公
報
配
布
、
防
災
無
線
及

び
広
報
車
に
よ
る
啓
発
に
加
え
、

新
た
な
手
法
を
検
討
し
て
い
る
。

賛
成
多
数
で
可
決

◆
吉
川
市
文
化
芸
術
基
本
条
例

　
こ
の
条
例
は
自
主
的
・
主
体
的

な
文
化
芸
術
活
動
を
保
障
す
る
も

の
だ
と
思
う
。
市
が
お
膳
立
て
す

る
も
の
は
文
化
芸
術
と
呼
べ
な
い

と
考
え
る
が
。

　

条
例
制
定
に
当
た
っ
て
の
ご
意

見
の
中
に
、
高
齢
化
の
問
題
が
あ

っ
た
。
こ
の
条
例
が
文
化
芸
術
に

若
い
人
が
触
れ
る
機
会
に
な
れ
ば

と
思
う
。
演
劇
事
業
が
そ
れ
ら
の

き
っ
か
け
づ
く
り
に
な
る
と
考
え

る
。

賛
成
全
員
で
可
決

◆
吉
川
市
一
般
会
計
補
正
予
算

　
第
6
波
に
な
り
、
感
染
が
急
拡

大
し
て
い
る
。
市
に
お
け
る
学
校

の
感
染
者
、
ク
ラ
ス
タ
ー
、
対
策

に
つ
い
て
の
実
状
は
。

　

ク
ラ
ス
タ
ー
の
事
例
は
な
い
。

2
月
ま
で
で
、
陽
性
者
は
児
童
３

８
１
人
、
職
員
17
人
。
学
級
閉
鎖

は
の
べ
50
学
級
、
学
年
閉
鎖
は
15

学
年
、
休
校
は
4
校
。

賛
成
全
員
で
可
決

◆
吉
川
市
一
般
会
計
予
算

　
基
金
を
活
用
し
た
就
労
支
援
と

し
て
、
事
業
主
と
障
が
い
者
に
対

し
て
の
補
助
制
度
を
作
る
と
伺
っ

た
が
、
ど
の
よ
う
な
支
援
か
。

　

補
助
内
容
と
し
て
は
、
実
習
を

受
け
入
れ
る
事
業
者
へ
の
補
助
、

ま
た
、
雇
用
か
ら
最
初
の
6
カ
月

が
重
要
な
時
期
で
あ
る
た
め
、
そ

の
間
、
就
労
支
援
事
業
所
が
支
援

す
る
た
め
の
補
助
を
行
い
、
障
が

い
者
に
長
く
働
い
て
い
た
だ
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

　
こ
ど
も
発
達
セ
ン
タ
ー
に
通
う

未
就
学
児
の
保
護
者
に
対
す
る
支

援
を
18
歳
ま
で
に
拡
充
す
る
と
の

こ
と
で
あ
る
が
、
相
談
状
況
は
。

　

年
齢
ま
で
は
不
明
だ
が
、
今
年

度
2
月
ま
で
で
１
４
２
人
の
相
談

が
あ
っ
た
。

　
不
登
校
支
援
の
在
り
方
は
。

　

社
会
的
自
立
と
い
う
こ
と
を
基

本
と
し
て
支
援
し
て
い
く
。
将
来

自
己
実
現
を
し
て
い
け
る
よ
う
支

援
し
て
い
く
。

賛
成
多
数
で
可
決

総
務
水
道
常
任
委
員
会

文
教
福
祉
常
任
委
員
会
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◆
吉
川
市
空
家
等
対
策
協
議
会
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て

　
空
家
対
策
協
議
会
の
所
管
を
危

機
管
理
課
か
ら
都
市
計
画
課
に
変

更
す
る
目
的
と
し
て
、
空
家
等
の

利
活
用
を
促
進
と
し
て
い
る
事
に

つ
い
て
説
明
を
。

　

現
在
、
危
機
管
理
課
が
行
っ
て

い
る
が
、
利
活
用
に
つ
い
て
は
空

き
家
バ
ン
ク
事
業
を
都
市
計
画
課

で
行
っ
て
い
る
。
今
後
、
一
括
し

て
都
市
計
画
課
で
事
務
を
行
う
事

に
よ
り
事
務
の
効
率
化
が
図
ら

れ
、
利
活
用
の
促
進
も
図
ら
れ
る

と
考
え
る
。　

賛
成
全
員
で
可
決

◆
吉
川
市
一
般
会
計
補
正
予
算

　
農
業
振
興
費
・
農
業
次
世
代
人

材
投
資
資
金
に
つ
い
て
、
当
初
予

算
で
予
定
し
て
い
た
２
名
は
、
実

在
の
予
定
者
か
、
そ
れ
と
も
仮
の

算
定
人
数
か
。

　

１
名
は
確
定
し
て
い
る
新
規
就

農
者
で
あ
る
が
、
も
う
１
名
は
想

定
人
数
で
あ
っ
た
た
め
、
実
際
は

１
名
の
み
と
な
っ
た
。

　
商
工
振
興
費
・
ふ
る
さ
と
納
税

額
の
増
加
に
伴
う
歳
入
歳
出
の
補

正
と
認
識
し
て
い
る
が
、
歳
入
に

対
す
る
歳
出
が
あ
っ
て
い
る
の
か

確
認
す
る
。
ま
た
、
返
礼
品
は
寄

付
額
に
対
し
ど
の
く
ら
い
の
割
合

な
の
か
。

　

今
年
度
の
４
月
か
ら
12
月
ま
で

の
寄
付
実
績
に
、
前
年
度
の
１
月

か
ら
３
月
分
の
寄
付
実
績
を
見
込

み
歳
入
予
算
を
計
上
し
、
寄
付
に

対
す
る
返
礼
品
等
の
不
足
分
に
つ

い
て
、
歳
出
予
算
を
補
正
す
る

も
の
で
あ
る
。
寄
付
返
礼
品
に
つ

い
て
は
、
寄
付
額
に
対
し
返
礼
品

と
送
料
で
約
４
割
を
見
込
ん
で
い

る
。

賛
成
全
員
で
可
決

◆
吉
川
市
一
般
会
計
予
算

　
交
通
安
全
対
策
費
・
防
犯
カ
メ

ラ
は
ど
こ
に
設
置
す
る
の
か
、
優

先
順
位
は
あ
る
の
か
。

　

駅
前
な
ど
不
特
定
多
数
の
往
来

が
あ
る
公
共
空
間
に
設
置
を
考
え

て
い
る
。

賛
成
多
数
で
可
決

◆
吉
川
市
文
化
芸
術
基
本
条
例

　

吉
川
市
文
化
芸
術
基
本
条
例
に

対
し
、
１
名
の
議
員
が
討
論
を
行

い
ま
し
た
。

―　
賛　
成　
討　
論　
―

　
市
民
の
会
・
無
所
属岩

田　
京
子

　

当
市
に
お
い
て
文
化
芸
術
に
力

を
入
れ
て
い
く
と
い
う
理
念
条
例
。

市
民
・
事
業
者
等
の
役
割
が
努
力

義
務
と
し
て
表
現
さ
れ
て
い
る
が
、

自
主
的
・
主
体
的
な
取
り
組
み
か

ら
逸
脱
す
る
こ
と
は
な
い
と
明
ら

か
に
さ
れ
た
。
文
化
芸
術
は
多
く

の
市
民
に
と
っ
て
、
市
に
期
待
す

る
仕
事
と
し
て
の
重
要
度
は
低
い
。

事
業
の
優
先
順
位
は
よ
く
吟
味
し
、

す
す
め
て
ほ
し
い
。

建
設
生
活
常
任
委
員
会

　
討　
論

一
般
会
計
補
正
予
算

こ
ん
な
こ
と
に
使
わ
れ
ま
す

●
令
和
３
年
度
吉
川
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
14
号
）

　

歳
入
歳
出
に
そ
れ
ぞ
れ
８
億

67
万
４
０
０
０
円
を
追
加
し
、

総
額
は
、
２
７
５
億
７
９
４
０

万
４
０
０
０
円
と
な
り
ま
し
た
。

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク

チ
ン
接
種
事
業

４
４
８
３
万
７
０
０
０
円

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク

チ
ン
接
種
に
つ
い
て
、
対
象
を

５
歳
以
上
の
子
ど
も
に
拡
大
す

る
こ
と
や
、
３
回
目
接
種
の
接

種
間
隔
の
前
倒
し
な
ど
に
対
応

し
ま
す
。

・
子
育
て
世
帯
へ
の
臨
時
特
別

給
付
金
給
付
事
業

６
２
１
１
万
５
０
０
０
円

　

子
ど
も
を
養
育
し
て
い
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
給
付
金
を
受

け
取
れ
て
い
な
い
方
々
に
対
し

て
、
支
援
を
行
い
ま
す
。

・
都
市
計
画
街
路
整
備
事
業

　
２
億
３
３
３
９
万
円

　
「
都
市
計
画
道
路
越
谷
吉
川

線
」
大
場
川
左
岸
側
に
お
け
る

道
路
工
事
に
つ
い
て
、
そ
の
財

源
が
国
の
令
和
３
年
度
補
正
予

算
（
第
１
号
）
に
お
い
て
追
加

で
予
算
措
置
さ
れ
た
た
め
、
当

該
工
事
を
前
倒
し
で
実
施
し
ま

す
。

・
教
育
指
導
推
進
事
業

８
９
４
万
２
０
０
０
円

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
の
た
め
、
市
内
小
中
学
校

の
ス
キ
ー
教
室
や
社
会
科
見
学

を
中
止
し
た
も
の
、
ま
た
は
そ

の
中
止
が
見
込
ま
れ
た
も
の
に

つ
い
て
契
約
解
除
費
用
を
計
上

し
た
も
の
で
す
。

7



【
一
般
会
計
】

　

一
般
会
計
予
算
に
対
し
、
４
名

の
議
員
が
討
論
を
行
い
ま
し
た
。

―　
反　
対　
討　
論　
―

日
本
共
産
党
吉
川
市
議
員
団

雪
田　
き
よ
み

　

コ
ロ
ナ
対
策
は
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
受

診
可
能
施
設
や
感
染
時
の
対
応

等
、
市
民
へ
の
丁
寧
な
情
報
提

供
が
必
要
。
今
議
会
で
可
決
し
た

「
文
化
芸
術
基
本
条
例
」
は
、
市

民
の
自
主
的
・
主
体
的
活
動
を
求

め
て
い
る
。
演
劇
事
業
予
算
３
０

０
万
円
が
計
上
さ
れ
た
が
、
条
例

に
見
合
っ
た
事
業
に
見
直
す
べ

き
。
コ
ロ
ナ
禍
で
財
政
調
整
基
金

８
億
円
も
積
み
上
げ
る
よ
り
、
事

業
化
を
図
る
べ
き
。

―　
賛　
成　
討　
論　
―

市
民
の
会
・
無
所
属

岩
田　
京
子

　　

脱
炭
素
化
に
向
け
、
庁
舎
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
に
転
換
、
次
世
代
自
動
車
の
購

入
等
、
経
済
優
先
で
は
な
い
新
た

な
価
値
観
で
予
算
が
組
ま
れ
た
、

そ
の
姿
勢
を
高
く
評
価
す
る
。
ま

だ
足
り
な
い
が
、
今
後
に
期
待
が

高
ま
る
。
ま
た
、
庁
内
外
に
お
け

る
連
携
に
関
し
て
も
配
慮
あ
る
予

算
に
な
っ
て
い
る
。

　

事
業
の
取
捨
選
択
に
つ
い
て
は

常
に
パ
ブ
リ
ッ
ク
な
領
域
を
考
え

る
こ
と
、
さ
ら
に
森
林
環
境
譲
与

税
の
使
途
に
つ
い
て
は
目
的
達
成

に
向
け
再
考
す
る
こ
と
を
求
め
る
。

　

新
た
な
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
や
脱
炭
素
の

価
値
観
が
各
事
業
推
進
に
お
い
て

隅
々
に
反
映
さ
れ
る
こ
と
を
期
待

す
る
。

未
来
会
議
よ
し
か
わ

林　
美
希

　

中
原
市
政
８
年
目
、
第
６
次
総

合
振
興
計
画
が
始
ま
る
年
。
会
派

と
し
て
「
子
育
て
支
援
」「
虐
待
」

「
教
育
」
に
力
を
入
れ
て
い
る
が
、

市
の
す
べ
て
の
子
ど
も
の
権
利
を

最
優
先
に
捉
え
る
こ
と
、
子
ど
も

の
命
を
失
わ
せ
な
い
と
い
う
姿
勢

を
心
強
く
思
う
。
市
政
運
営
に
お

い
て
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
と
し
て

「
庁
内
の
連
携
」
と
「
市
民
と
の

連
携
」
の
深
化
を
は
か
る
こ
と
で

「
幸
福
実
感
の
向
上
」
に
つ
な
が

る
と
挙
げ
ら
れ
て
い
た
。
会
派
と

し
て
も
重
要
な
こ
と
と
捉
え
て
お

り
、
連
携
の
意
識
の
有
無
で
効
果

が
大
き
く
違
う
と
考
え
る
。
全
事

業
が
そ
の
意
識
の
も
と
進
め
ら
れ

る
こ
と
を
願
い
、
賛
成
と
す
る
。

公
明
党
吉
川
市
議
団大

泉　
日
出
男

　
生
命
を
守
る
、生
活
を
支
え
る
、

地
域
経
済
を
後
押
し
す
る
と
い
う

理
念
の
も
と
、
様
々
な
角
度
で
の

施
策
を
打
ち
出
し
て
い
る
事
を
評

価
い
た
し
ま
す
。

　

生
命
を
守
る
で
は
、
中
川
堤
防

の
嵩
上
げ
工
事
が
終
了
す
る
予

定
。
今
後
他
市
と
の
協
議
も
あ
り

ま
す
が
、
総
合
治
水
へ
の
期
待
が

見
込
ま
れ
ま
す
。
生
活
面
で
は
、

警
察
と
協
議
を
し
た
上
で
公
共
空

間
へ
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
。ま
た
、

孤
独
・
孤
立
対
策
は
、
専
門
相
談

支
援
の
充
実
を
図
る
こ
と
。
経
済

面
で
は
、
市
内
異
業
種
の
連
携
強

化
を
図
る
等
の
点
が
あ
げ
ら
れ
ま

す
。よ
っ
て
賛
成
と
い
た
し
ま
す
。

【
国
民
健
康
保
険
】

　

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予
算

に
対
し
、
１
名
の
議
員
が
討
論
を

行
い
ま
し
た
。

―　
反　
対　
討　
論　
―

日
本
共
産
党
吉
川
市
議
員
団

遠
藤　
義
法

　

令
和
４
年
度
は
国
保
税
を
引
き

上
げ
せ
ず
に
据
え
置
か
れ
た
。

　

国
保
加
入
者
の
86
％
を
超
え
る

方
が
所
得
３
０
０
万
円
以
下
で
あ

る
。
し
か
し
、税
は
世
帯
主
42
歳・

所
得
３
０
０
万
円
・
４
人
家
族
の

場
合
43
万
円
。
子
ど
も
が
多
い
世

帯
ほ
ど
均
等
割
１
人
３
万
３
０
０

０
円
が
重
く
の
し
か
か
る
。
政
府

は
就
学
前
ま
で
の
子
ど
も
の
均
等

割
の
半
分
を
公
費
で
軽
減
す
る
こ

と
と
し
た
。
さ
ら
に
市
は
独
自
に

年
齢
を
引
き
上
げ
、
子
育
て
世
帯

へ
の
支
援
が
大
事
で
あ
る
が
、
実

施
し
な
い
と
答
弁
し
て
い
る
。

　

資
格
証
明
書
の
発
行
は
受
療
権

を
剥
奪
す
る
。
命
に
か
か
わ
る
こ

と
な
の
で
発
行
を
や
め
る
べ
き
で

あ
る
。

【
介
護
保
険
】

　

介
護
保
険
特
別
会
計
予
算
に
対

し
、
１
名
の
議
員
が
討
論
を
行
い

ま
し
た
。

―　
反　
対　
討　
論　
―

日
本
共
産
党
吉
川
市
議
員
団

雪
田　
き
よ
み

　

介
護
職
員
の
給
与
の
低
さ
が
長

年
問
題
視
さ
れ
る
中
、
政
府
は
収

入
を
３
％
程
度
（
月
額
９
０
０
０

円
）
引
き
上
げ
る
た
め
の
措
置
を

実
施
す
る
こ
と
と
し
た
。
10
月
以

降
は
処
遇
改
善
加
算
で
対
応
と
の

方
針
。
介
護
保
険
料
や
サ
ー
ビ
ス

利
用
料
は
更
な
る
負
担
増
、
し
か

も
十
分
な
処
遇
改
善
は
見
込
ま
れ

な
い
。
介
護
保
険
財
政
の
在
り
方

の
根
本
的
見
直
し
を
国
に
求
め
る

べ
き
。

News from Yoshikawa City Council No.193

討
　
論
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高校生までの子ども医療費
助成について

問 医療費助成の当市の現状と県内他市町村の対象と
なる児童の状況は。
答 中学生まで、通院で37市町村、入院で31市町
村。18歳まで、対象は通院で26市町村、入院で32市
町村となっている。

問 今後の重要な子育て支援策として高校生までの対
象拡大が必要であると思うが、拡大した場合、対象児
童数や財政負担の見通しと市の考え方は。
答 令和３年１月、18歳までの高校生は2,200人、こ
れに当市の中学生年間1人当たり平均支給額を乗じる
と財政負担が年間で4,700万円程度増加する。対象拡
大については、現時点では考えていない。

問 市は、対象拡大について考えていないとのことだ
が、県内・全国で取り組んでいる自治体の状況も踏ま
えて、ここは前向きに検討してもらいたいがいかが
か。
答 現時点において考えていないが、この事業は市と
しても子育て支援策の大きな事業の一つでもあり、他
の自治体の動向を注視し、県に対しても引き続き補助
拡大を要望していく。

中嶋　通治

断らない相談窓口の設置
と重層的支援体制整備を

問 市民の暮らしが多様化する中、個人が抱える課題
はさらに複雑化・複合化し、何処へ相談して良いのか
判らないといった深刻な声があり、過去から議会にて
取り上げ要望している。
①断らない相談窓口設置検討の進捗状況は。
②当市に合った重層的支援体制整備とは何か。
③第２次吉川市自殺対策計画策定のポイントは。
答 ①窓口体制は検討中であるが、何処の窓口へ行っ
ても対応出来るような体制を考えている。
②新たに、参加支援事業・地域づくり事業・多機関協
働事業・アウトリーチ等事業を含め、相談者の課題に
寄り添い悩みを幅広く受け止める。
③新年度に予定している市民意識調査の結果を踏ま
え、課題を整理し次期計画の策定に向かう。

♦江戸川堤防強化事業に係る地域課題について
問 平方新田・加藤地内の排水路と道路整備を。
答 堤防の未整備箇所は、現在新たな詳細設計を行っ
ている。国の対応を確認する。

五十嵐　惠千子

駅頭に防犯カメラ設置
プライバシー保護も配慮

問 公共空間における防犯カメラ設置の考え方と設置
にあたってのルール作りについて。
答 令和４年度は、不特定多数の方が往来する駅前広
場に設置したい。設置においては、令和３年度に策定
した「街頭防犯カメラの設置及び運用に関する基本方
針」をはじめ、既存の「防犯カメラの設置及び運用に
関する規則」や「個人情報保護条例」に基づき適切に
管理運用していく。

問 市民への周知とプライバシーの配慮は。
答 防犯の効果を出すために、交差点等でも人目につ
きやすいところへ設置していく。プライバシーの配慮
ということもあるので、設置台数については必要最低
限としたい。また、設置個所についても地域や関係機
関などと協議をしていく。

問 自治会など防犯組織が防犯カメラを設置していく
ことについては。
答 市内にもいくつかの自治会で設置していただいて
いるところ、また啓発看板を設置していただいている
ところがある。県や市の情報を提供していく。

降旗　聡

　今定例会では、3月16日(水)、17日(木)、
18日(金)の３日間にわたり17名の議員が市
政全般について、市の見解をただしました。
　主な内容を質問者が要約してお知らせし
ます。詳細は会議録をご覧ください。
　会議録は、ホームページや市立図書館で
閲覧できますが、今定例会の会議録の提供
は、６月上旬となる予定です。

一般質問

答えて市長！
一般質問
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一時預かり保育事業を
より良いサービスへ

問 一時預かり保育事業は保育所等に通っていない家
庭で、何かしらの理由によって家庭で保育ができない
場合に利用できるサービスである。保護者の就労・就
学等による「非定型的保育」、保護者の病気・ケガ・
冠婚葬祭等に利用できる「緊急保育」、育児疲れ解消
等のための「リフレッシュ保育」があり、多くの方が
利用している。市民の方から「一時預かり保育事業を
より充実したサービスにしてほしい」等の声が届いて
いる。また、リフレッシュ保育については「利用上限
が月に１回では少ないのではないか」との声がある。
現状と今後について問う。
答 緊急保育は、保護者のケガや事故など突発的な理
由から利用する事業であり、できる限りの対応をして
いる。公立保育所・民間保育所で協議し、受け入れ枠
の拡大の実施の可能性を調整していく。リフレッシュ
保育は、近隣市町では利用上限が月４回や週３回とし
ている所もある。当市も月の利用可能回数を引き上げ
る方向で検討を進める。また、預かり事業は事前登録
が必要であり、ホームページでの周知や出生時・検診
時に事業のＰＲをしていく。

成本　直寛

５年経過の吉川美南駅東口
周辺区画整理事業を顧みて

問 平成29年の事業開始から５年が経過しました。本
区画整理事業地は、大半が水田です。ほぼ全域に渡る
盛土工事が必要です。①計画通り事業は推進されて
いますか。②盛土造成搬入土工総量約121万m3に対
し、令和３年６月現在で良質建設発生土予定数量の実
績は50％に満たないですが、全数量の確保はいつで
しょうか。③新たな包括支援業務代行事業者に玉野総
合コンサルタント㈱と決定、信頼度について。④今日
までの包括支援業務代行事業者の㈱URリンケージの
総括と今日までの委託費用は。
答 ①都市計画道路等の暫定整備や産業ゾーンの宅地
整備等、令和５年春の第１期供用開始に向け概ね予定
どおり進捗しています。②当初の計画は120万m3で
したが、調査の結果全体で83万m3に見直し、令和４
年度10万m3を搬入。③新たな業務代行事業者は、多
くの従事者が在籍し、全国的に業務を実施し、技術
的にも問題ありません。④平成29年の事業立ち上げ
から第１期供用開始に向けた事業の進捗は、今日まで
の業務代行事業者の支援によるところと捉えておりま
す。５年間の委託費用は約16億５千万円程度の見込
みです。

齋藤　詔治

屋外市民プール廃止に伴い
学校のプールを開放しては

問 屋外市民プールは、施設・設備の老朽化により大
規模修繕が不可欠となり、修繕後も赤字が見込まれる
ことから昨年12月定例会にて令和３年度での廃止が
決定。市民の健康増進、居住区内での子ども同士で
の利用のため、小中学校のプールを夏季休暇期間開放
してはどうか。また、試験的に土日の開放はできない
か。
答 夏休み期間30日間開放した場合の費用は安全管理
面（管理者含め４名人件費）、１校当たり270万円程
度が見込まれる。水道料金をはじめ加えて近隣住民の
利用に供するため複数校での開放を想定すると、さら
に多額の費用を要する。屋外市民プールは運営に多額
の費用を要する事や、レジャーの多様化により利用者
が減少傾向にあることから廃止との結論に至ったこと
を考慮すると、同様の課題が発生することが懸念され
学校プールの開放は難しいと考える。また県内の実施
事例を参考に調査したところ、さほど利用者が伸びて
いない、コストが非常にかかる実勢が見られたことか
ら試験的に運用しなくても判断できる。

赤出川 義夫

市民の移動手段について

　国土交通省が推奨しているＭａａＳ交通事業、社会
実証実験の取り組みをしている富山県朝日町を視察し
た。住民、行政、民間企業が共助の理念のもと本事業
に成功。そこで、
問 昨年12月に実施された公共交通に関する意見交換
会での内容は。今年度のテーマは。
答 自治会の方、有識者、事業者の代表の方と意見交
換をした。これからの持続可能な事業として、次回
は、地域の実情にあわせた交通網を組み合わせた最適
化を図るにはどうしたらよいかの議論をめざしてい
く。

問 現在ある自治会が主体となって移動手段の確保を
している。実績数、メリット、デメリットは何か。
答 52回、98人、毎週火曜２名の利用実績がある。
小さな困りごとを少しの手助けとしている一方、運転
手不足、車両管理全般に負荷がかかる面もある。

問 「ノッカルあさひ町」でのＭａａＳ交通事業は、
参考になると思うがご所見は。
答 第６次総合振興計画と国との動向、市民との共動
を踏まえて、今後研究をしていく。

大泉　日出男

一般質問
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スケールメリット活かし
5 市 1 町で脱炭素の実現へ

問 国は温室効果ガス排出量「2050年実質ゼロ」に
向けて、昨年「地球温暖化対策推進法」と「地球温暖
化対策計画」を改訂。脱炭素化社会実現には地方自治
体の役割が大きく、地区内の温室効果ガス削減に向け
た計画「地方公共団体実行計画・区域施策編」の策定
が中核市未満の自治体にも努力義務となった。脱炭素
社会に向けて、吉川市の推進体制を質す。
答 推進体制については、しばらくはこの体制で行っ
ていくが、「区域施策編」をゼロカーボン宣言した５
市１町で、スケールメリットを活かし、合同で作れる
のではないかと考えている。その上で、庁内でも組織
強化がより必要になった時は変えていく。
　庁舎の再エネ電力にもプラス800万円かかる。その
必要性の検証も必要。800万円かけて新しい電力を買
うより、800万円を投資して今までにない電力の発電
のあり方に投資すべきではないかということも考えて
いかなくてはいけない。現状を把握して未来に投資す
る、そういったチャレンジもできるような施策を今後
展開していこうというのが環境課全体の方向性だ。

岩田　京子

いじめ対策は加害・被害
双方に十分な教育的配慮を

問 いじめ案件の加害者及び被害者をスクールカウ
ンセラー（SC）やスクールソーシャルワーカーへ
（SW）の相談に繋いだ実績は。
答 今年度はなく、昨年度は１件。

問 １月７日に開催された市の総合教育会議で、市長
から「特に最近、発達に課題を抱えた子どもたちが加
害者という事例が非常に多く、しかもなかなか先生の
指導が入らないという事例がすごく増えている」と
のお話があり、市の「いじめの防止のための基本的
な方針」に加害側の子どもの「出席停止」を書き込む
方向で議論が進められた。いじめは被害者・加害者双
方への支援が必要であり、市の「いじめ防止のための
基本的な方針」にも「教育的配慮が第一」と記されて
いる。まずはSCに繋ぎ支援することこそ「教育的配
慮」ではないか。
答 出席停止はいじめ防止対策推進法第26条に明記さ
れている。教育委員のみなさまにご意見を伺い、加害
側の人権・教育の保障は必ず必要であり、加害側のお
子さんへの支援・手当がなければだめ等のご意見をい
ただいた。出席停止の判断は慎重かつ適切に行ってい
く。

雪田　きよみ

資材置き場の管理体制の強化を

問 ①市内にある資材置き場に関係する騒音などの苦
情が多い。解決できているか。②川口市では資材置き
場が環境悪化を招き、「資材置き場条例」を制定。吉
川市でも、騒音や振動を未然に防ぐ対策の必要があ
り、条例策定の考えは。③北谷小学校北側の水路に、
プラゴミ等が混入した土砂等がかなりの量堆積してい
た。現在は除去されているが、土砂や水質は大丈夫か
と心配の声、対応は。
答 ①この３年間では、騒音や振動の苦情が多く、埼
玉県生活環境保全条例で指導している。②川口市の条
例・運用規定の動向を見ながら研究していく。③水質
検査の結果、流出物は油ではなく自然由来の鉄バクテ
リアで問題がないと判断、その旨を関係住民の方へ伝
えた。

◆街灯設置による明るい街づくりを
問 市の意向調査や市議団の市民アンケートには「暗
い」との意見が多く寄せられている。
答 街灯の設置基準があるので現場を確認して街灯が
無ければ設置し、既存の電柱が無ければ新しくポール
を設置して対応していく。

飯島　正義

オミクロン株「第６波」
対策は万全に

問 吉川市内の「第６波」感染状況は。
答  新規感染者は令和4年1月に429人、２月には
2058人報告されており、現在まで続いている。「第
５波」のピークとなった昨年８月が430人であったこ
とから強い感染力による急激な拡大が「第５波」との
違いと認識。

問 ３回目「ワクチン接種」の実施状況と完了予定
は。
答 ２回目の接種を受けてから６カ月を経過した18歳
以上の方が対象。医療従事者を12月26日から、高齢
者をはじめとする一般を１月23日から開始。３月末
までで対象者の約半数を見込んでおり、全体の完了は
６月を予定。

問 当市の「自宅療養者」への支援体制は。
答 令和４年１月11日よりパルスオキシメーターを配
布。３月13日時点で1916個。また、希望する方への
食料品の配達は昨年８月より実施し、延べ359件、
499箱を配布。

問 接種率向上の具体的施策は。
答 「交互接種」への不安払しょくが課題。交互接種
の効果や安全性が十分に確認されていることについて
周知を図っていく。

稲垣　茂行
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子育て世帯として
分断なく給付を

問 昨年12月27日、政府は地方自治体が子育て世帯
への臨時特別給付金を所得制限により対象外となる世
帯に給付した際も、国の地方創生臨時交付金を財源に
活用できるよう制度を見直した。それを受けて、宮城
県では７割以上、栃木県では５割以上の自治体が対象
外世帯へ給付している。吉川市でもできないか。
答 国の制度設計に基づき支給すべきものと捉えてい
る。他の財源により手当てすることは考えていない。

◆電子図書館の創設を
問 当市は美南地区を中心に子育て世代は多いが、美
南地区、駅南地区には図書館はない。埼玉県内では、
３割以上の自治体が電子図書館を創設している。ＩＴ
化が進み、電子書籍も増えてきた中で、タブレット
端末などから24時間いつでもどこでも本を借りるこ
とが出来る電子図書館の創設について、市の見解を伺
う。
答 初期費用やランニングコスト、読める回数に制限
があるなどの課題がある。吉川市における電子図書館
の在り方を研究していく。

吉川　敏幸

「コロナ」の情報提供
もっともっと工夫を

問 コロナの情報提供について。住民の知りたいこと
を報せてほしいとの声がある。オミクロン株の感染拡
大に重ねて学校、保育所、市役所職員について最近の
数値を確認したい。
答 １月以降３月７日現在で小学校363人。中学校99
人。教職員は17人。学級閉鎖は小中合わせて84クラ
ス。学年閉鎖は18件。保育所の休園は延べ30園。市
職員の感染者は37人。

問 学級閉鎖などの数値は１月以降のことと確認。コ
ロナとインフルエンザとの違いは何か。
答 コロナ陽性者が２人以上の場合は学級閉鎖にする
等の文科省の基準がある。インフルエンザと違い厳し
い対応が求められている。

問 学級閉鎖解除の基準、判断は誰が行うのか。重症
者や入退院の状況はどうなのか。
答 学校は健康観察期間を５日間と定めている。保育
園は開園が原則で行動確認や消毒の徹底等で２、３日
の休園が多い。重症者等は公表がなく掌握していな
い。必要な情報は県がまとめて提供。市もワクチン接
種や感染者のバックアップ等取り組みを丁寧に広報し
ている。

伊藤　正勝

誰もが気軽に外出できる 
公共交通施策は市の責任

問 市民が求めている交通網整備の認識とタクシーチ
ケット助成事業を市街地へ拡充する考えは。駅南地域
のバス増便や市役所への直通バス運行などの要望が強
い。取り組みは。
答 駅へのアクセスや高齢化に対応した病院や買い物
などの移動手段など、地域にあった取り組みが求めら
れている。タクシーチケットの拡充の考えはない。南
地域のバスは、利用者が少ないことから減便されてき
ており、地域に合わせた運行ができるよう検討してい
く。
　
◆子どもの目線でない関公園改修
問 素人が造成したような関公園の園路工事。ＡＳＥ
遊具という丸太で組まれた遊具はどう使うのか。市民
からは「子どもの目線で造られていない。」との声が
寄せられている。園路の改修とＡＳＥ遊具の利用規則
作成、目的や利用方法看板の設置はいつか。
答 地盤の高さの調整などまとまり次第、園路の修繕
を実施する。ＡＳＥ遊具は日頃から利用できるので利
用規則をつくる計画はない。使用方法など看板の設置
をする準備をすすめている。

遠藤　義法

安全安心のまちづくり

問 旭小学校と三輪野江小学校との児童間交流は、市
街化区域の子どもにとっても郷土よしかわの理解を深
める貴重な機会と考える。児童間交流実施にあたり、
問題点、課題等について教育委員会の見解を伺う。
答 地域の特性を理解しあい、児童相互の共通理解を
深める効果があると考える。同学年の児童数の差が大
きいことから対等な交流を行うことが難しい事や、移
動手段の確保などの課題があり、効果と課題を精査し
て取り組みの方向性について研究していく。

◆河川防災ステーション整備等について
問 防災ステーションの規模（面積）と水防センター
等基本計画を策定していく中で、地区防災計画など、
一定地区の住民避難場所として位置づけをしていくの
か。
答 防災ステーションの面積は7.6haある。また、災
害復旧時に必要な資材を保管し、有事の際には、緊急
的な作業を行うことが見込まれる施設であるので、避
難場所としての位置づけについては、緊急作業への影
響や危険性などを踏まえて、今後検討していく。

松﨑　　誠
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吉川市の
未来に向けた政策について

◆「障害者福祉の未来」に向けて
問 障害を持つ方が親亡き後の暮らしの場となり得る

「グループホーム」の必要性、在り方について、市の
考えは。
答 アンケート等の結果から、グループホームの必要
性は、今後ますます高まるものと認識しており、中で
も夜間の見守り、支援が可能な重度障害者向けのグル
ープホームの必要性を感じている。希望する方が、住
み慣れた地域で安心して暮らしていけることが大切と
認識しており、空家の活用も含め、設置促進に努めた
い。

◆「子供たちの未来」に向けて
問 「特別支援教育」において、担当教諭の「継続性」「情
報共有」等、特別支援学級に通級する子供達の「情緒
の安定」に視点を置いた対応が求められるが、市の考
えは。
答 支援学級に在籍する子供達の「情緒の安定」は、
すべての学級活動の基盤となるもの。支援学級の担任
の質の向上を図るとともに、人的資源、教育的支援の
充実を図り、児童生徒一人ひとりに寄り添った特別支
援教育を推進する。

戸田　馨

保育、子育て支援について

問 病児病後児保育の量の確保数増と、利便性の向上
のため立地について検討していただきたいと考える
が、見解は。
答 駅南は就学前児童が多く、利用者も多い。子ども
が集中している地域でニーズが高い事業と認識してい
るため、引き続き検討する。

問 市内小中学校が親子間の身体的虐待、ネグレク
ト、性的虐待、心理的虐待の発生を把握した場合、子
育て支援課との情報共有や連携を必要とする明確な基
準の有無は。
答 疑いがある場合、マニュアルに従い速やかに関係
機関に報告・相談することとしている。

問 虐待防止担当の子育て支援課として、マニュアル
の４段階どの部分まで通告を求めるか。
答 判断が難しいと思うが、少しおかしいと思ったら
軽度のものでも知らせていただきたい。

問 学校側は通告を躊躇していないか。すべての教職
員が、軽度でも相談や通告が必要と認識できていると
言い切れるか。
答 イコール虐待ではなくても、課題があるかもしれ
ないという認識はある。複合的な判断も出てくると思
う。

林　美希
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否
決
さ
れ
ま
し
た
。

賛
成
多
数
で
採
択

（
※
）「
趣
旨
採
択
」
と
は
？

　
願
意
は
妥
当
で
あ
る
が
、
実
現
性
の

面
で
確
信
が
持
て
な
い
場
合
に
、
不
採

択
と
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
請
願
に
対

し
て
採
る
決
定
の
方
法
。
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果

自由民主党 市民の会 未来会議 共産 公明 無 無
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≪市長提出議案≫
吉川市空家等対策協議会条例の一部を
改正する条例 可決 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
吉川市介護福祉総合条例の一部を改正
する条例 可決 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
吉川市移動等円滑化のために必要な道
路の構造に関する基準を定める条例の
一部を改正する条例

可決 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

吉川市特定教育・保育施設及び特定地
域型保育事業の運営に関する基準を定
める条例の一部を改正する条例

可決 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

吉川市手数料条例の一部を改正する条
例 可決 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

吉川市文化芸術基本条例 可決 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
吉川市部設置条例の一部を改正する条
例 可決 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

吉川市減債基金条例 可決 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
吉川市職員の勤務時間、休日及び休暇
に関する条例の一部を改正する条例 可決 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
職員の育児休業等に関する条例の一部
を改正する条例 可決 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

工事請負契約の締結について 可決 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
工事請負契約の変更契約の締結につい
て 可決 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
工事請負契約の変更契約の締結につい
て 可決 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
埼玉県市町村総合事務組合の規約変更
について 可決 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

副市長の選任について 同意 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × 〇 〇 〇 〇 〇

教育委員会教育長の任命について 同意 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × 〇 〇 〇 〇 〇
農業委員会委員の過半数を認定農業者
等又は認定農業者等に準ずる者とする
ことについて

同意 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

農業委員会委員の任命について
（第19号議案～第36号議案） 同意 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

人権擁護委員の推薦について 同意 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
令和３年度吉川市一般会計補正予算（第
14 号） 可決 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
令和３年度吉川市介護保険特別会計補
正予算（第４号） 可決 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
令和３年度吉川市吉川美南駅東口周辺
地区土地区画整理事業特別会計補正予
算（第３号）

可決 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

令和３年度吉川市下水道事業会計補正
予算（第２号） 可決 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

令和４年度吉川市一般会計予算 可決 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × 〇 〇 〇 〇 〇
令和４年度吉川市国民健康保険特別会
計予算 可決 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × 〇 〇 〇 〇 〇

News from Yoshikawa City Council No.193

３月定例会審議結果一覧 〇＝賛成、×＝反対、議＝議長（議決に加わりません）
◎＝議案提出者、― ＝退席、除＝除斥
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議
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自由民主党 市民の会 未来会議 共産 公明 無 無
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令和４年度吉川市農業集落排水事業特
別会計予算 可決 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
令和４年度吉川市介護保険特別会計予
算 可決 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × 〇 〇 〇 〇 〇
令和４年度吉川市後期高齢者医療特別
会計予算 可決 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × 〇 〇 〇 〇 〇
令和４年度吉川市吉川美南駅東口周辺
地区土地区画整理事業特別会計予算 可決 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

令和４年度吉川市水道事業会計予算 可決 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

令和４年度吉川市下水道事業会計予算 可決 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

≪請願≫
加齢性難聴者の補聴器購入に市の助成
を求める請願（請願第１号） 採択 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × 〇 〇 〇 × × × 〇 〇

請願第１号に対する趣旨採択の動議 否決 × × 議 × × × × × × 〇 〇 〇 × × × 〇 〇 〇 × ×

≪議員提出議案≫
ロシアによるウクライナへの軍事侵攻
に対する非難決議 可決 〇 〇 議 〇 ◎ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
日米地位協定の抜本的見直しを求める
意見書 否決 × × 議 × × 〇 〇 〇 〇 × × × ◎ 〇 〇 × × × × 〇
事業復活支援事業の抜本的改善を求め
る意見書 否決 × × 議 × × × × × × × × × 〇 〇 ◎ × × × × 〇

≪市長提出議案≫
専決処分事項の承認について 承認 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

専決処分事項の承認について 承認 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
令和３年度吉川市一般会計補正予算（第
13 号） 可決 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

＊� 会派名の「自由民主党」は「自由民主党吉川市議員団」、「市民の会」は「市民の会・無所属」、「未来会議」は「未
来会議よしかわ」、「共産」は「日本共産党吉川市議員団」、「公明」は「公明党吉川市議団」の略です。「無」
は会派に属さないものです。

ホームページ、
ぜひご利用ください！
　市のホームページでは、意見書の全文
や本会議の会議録、議会活動などがご覧
いただけます。ぜひ、ご利用ください。

吉川市議会 検 索

２月臨時会審議結果一覧
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日 月 火 水 木 金 土

６月２日
本会議

（開会日）

６月3日
休会日

（議案調査日）

６月４日
休会日

６月５日
休会日

６月６日
本会議

（議案審議）

６月７日
委員会

（総務水道・　
　文教福祉）

６月８日
委員会

（建設生活）

６月９日
委員会

（請願審査）

６月10日
休会日

（委員長報告
作成日）

６月11日
休会日

６月12日
休会日

６月13日
本会議

（委員長報告）

６月14日
本会議

（一般質問）

６月15日
本会議

（一般質問）

６月16日
本会議

（一般質問・
閉会日）

編

集

後

記

　
２
月

　
２
月
2424
日
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
軍
事
侵
攻
が
始
ま
っ
た
。
そ
ん
な
中
で

日
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
軍
事
侵
攻
が
始
ま
っ
た
。
そ
ん
な
中
で

の
３
月
議
会
ス
タ
ー
ト
。
翌
日
に
は
議
会
で
非
難
決
議
を
。
さ
ら
に
、

の
３
月
議
会
ス
タ
ー
ト
。
翌
日
に
は
議
会
で
非
難
決
議
を
。
さ
ら
に
、
1111
年
目
の
３
・

年
目
の
３
・

1111
の
数
日
後
に
は
福
島
県
沖
地
震
の
大
き
な
揺
れ
に
見
舞
わ
れ
た
。
平
和
は
、
災
害
や

の
数
日
後
に
は
福
島
県
沖
地
震
の
大
き
な
揺
れ
に
見
舞
わ
れ
た
。
平
和
は
、
災
害
や

戦
争
等
で
瞬
時
に
消
え
去
る
。

戦
争
等
で
瞬
時
に
消
え
去
る
。

　
少
し
前
に
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
気
候
危
機
に
関
し
て
活
動
す
る
若
者
と
交
流
し
た
。
高

　
少
し
前
に
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
気
候
危
機
に
関
し
て
活
動
す
る
若
者
と
交
流
し
た
。
高

校
生
が
「
大
人
が
気
候
危
機
を
放
置
し
て
い
る
の
は
私
た
ち
に
対
す
る
社
会
的
な
ネ
グ

校
生
が
「
大
人
が
気
候
危
機
を
放
置
し
て
い
る
の
は
私
た
ち
に
対
す
る
社
会
的
な
ネ
グ

レ
ク
ト
だ
」
と
話
を
し
た
。
自
然
災
害
は
防
げ
な
い
け
れ
ど
、
気
候
危
機
も
戦
争
も
人

レ
ク
ト
だ
」
と
話
を
し
た
。
自
然
災
害
は
防
げ
な
い
け
れ
ど
、
気
候
危
機
も
戦
争
も
人

が
原
因
。
回
避
可
能
。
日
々
の
選
択
で
社
会
は
で
き
て
い
く
。

が
原
因
。
回
避
可
能
。
日
々
の
選
択
で
社
会
は
で
き
て
い
く
。

　
平
和
は
脆
い
か
ら
こ
そ
、
日
常
が
続
く
幸
せ
を
か
み
し
め
、
そ
し
て
、
そ
れ
を
繋
ぐ

　
平
和
は
脆
い
か
ら
こ
そ
、
日
常
が
続
く
幸
せ
を
か
み
し
め
、
そ
し
て
、
そ
れ
を
繋
ぐ

た
め
の
日
々
の
小
さ
な
選
択
を
積
み
重
ね
て
い
き
た
い
と
強
く
誓
う
。

た
め
の
日
々
の
小
さ
な
選
択
を
積
み
重
ね
て
い
き
た
い
と
強
く
誓
う
。

岩
田　
京
子

岩
田　
京
子

議
員
提
出
議
案

　
我
が
国
を
含
む
国
際
社
会
が
強
く
自
制
を
求
め
る
中
、
ロ
シ
ア
は
本
年
２
月
24
日
、
ウ
ク
ラ

イ
ナ
に
侵
攻
し
た
。

ロ
シ
ア
軍
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
侵
攻
は
、
力
に
よ
る
一
方
的
な
現
状
変
更
を
認
め
な
い

と
の
国
際
秩
序
の
根
幹
を
揺
る
が
す
と
と
も
に
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
主
権
と
領
土
の
一
体
性
を
侵

害
す
る
明
白
な
国
際
法
・
国
連
憲
章
違
反
で
あ
り
、
断
じ
て
容
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
よ
っ
て
、
本
市
議
会
は
、
今
回
の
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
軍
事
侵
攻
に
対
し
強
く

非
難
す
る
と
と
も
に
、
軍
の
即
時
撤
退
、
国
際
法
の
順
守
を
強
く
求
め
る
。

　
以
上
、
決
議
す
る
。

令
和
四
年
三
月
二
日　
　

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の

軍
事
侵
攻
に
対
す
る
非
難
決
議

News from Yoshikawa City Council No.193

次定例会の予定 市の重要な施策や皆さんに身近な問題が審議されます

●傍聴について　新型コロナ感染症拡大防止のため、傍聴自粛のご協力をお願いする場合があります。
●会期の日程について　変更となる可能性があります。市のホームページ等でご確認ください。

「よしかわ議会だより」の音声版を「朗読サークルきんもくせい」の協力で作成しています。
ご希望の方は、議会事務局へご連絡ください。

本会議は10時、委員会は９時30分に開会します。
本会議の様子はインターネットでもご覧いただけます。
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